
留置前後に IVUSを施行し病変部位の性状を評価 
十分な高圧をかける 
できる限り Normal to normalで留置（complete lesion coverage） 
stent in stentはなるべく旧ステントを full cover 
referenceが 5mm以上の病変には十分な圧着が得られないので使用しない 
など 
 
 


